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令和元年第３回 

東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会 

１ 期  日 令和元年９月２７日（金） 

２ 場  所 東京区政会館 ２０２・２０３会議室 

３ 出席議員（２１名） 

１番 千代田区 小 林 た か や 

３番 港区   二 島 豊 司 

４番 新宿区  吉 住 は る お 

５番 文京区  海 老 澤 敬 子 

６番 台東区  石 塚  猛 

８番 荒川区  茂 木  弘 

９番 品川区  渡 辺 裕 一 

１０番 目黒区  宮 澤 宏 行 

１１番 大田区  塩 野 目 正 樹 

１２番 世田谷区 和田ひでとし 

１３番 渋谷区  下 嶋 倫 朗 

１４番 中野区  高橋かずちか 

１５番 杉並区  井 口 か づ 子 

１６番 豊島区  磯  一 昭 

１７番 板橋区  元 山 芳 行 

１８番 練馬区  上 野 ひ ろ み 

１９番 墨田区  田 中 友 

２０番 江東区  米 沢 和 裕 

２１番 足立区  鹿 浜  昭 

２２番 葛飾区  筒井たかひさ 

２３番 江戸川区 田 中 寿 一 

４ 欠席議員（２名） 

 ２番 中央区  押 田 ま り 子 

    ７番 北区   渡辺かつひろ 

５ 出席説明員 

管理者      山 﨑 孝 明 

副管理者     成 澤 廣 修 
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副管理者     深 井 祐 子 

監査委員     本 間 敏 明 

総務部長     中 尾 正 巳 

総務部調整担当部長 小 林  孝 

総務部担当部長（総務課長事務取扱） 古 舘  陽 

総務部担当部長（企画室長事務取扱） 佐 々 木  正 

総務部担当部長（職員課長事務取扱） 渡 部 洋 一 

清掃事業国際協力室長 八 十 島  護 

施設管理部長   小 林 幹 明 

処理技術担当部長 塚 越  浩 

建設部長     岩 﨑  豊 

計画推進担当部長 横 山 英 範 

財政課長     初 瀬  司 

契約管財課長   干 泥  香 

清掃事業国際協力課長 加 藤 央 史 

管理課長     加 藤 徹 也 

技術課長     井 俣 弘 治 

計画推進課長   森 田 昌 志 

６ 出席議会事務局職員 

事務局長     栗 原 光 江 

事務局次長    山 本 英 一 

書記       鈴 木 健 二 

同        髙 田 英 明 

７ 議事日程 

日程第 １ 会期の決定について 

日程第 ２ 議案第１４号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例 

日程第 ３ 議案第１５号 東京二十三区清掃一部事務組合人事行政の運営等

の状況の公表に関する条例等の一部を改正する条

例 

日程第 ４ 議案第１６号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例 
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日程第 ５ 議案第１７号 千歳清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負

契約の締結について 

日程第 ６ 議案第１８号 足立清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負

契約の締結について 

日程第 ７ 認定第 １号 平成３０年度東京二十三区清掃一部事務組合一般

会計歳入歳出決算の認定について 

８ 追加議事日程 

追加日程第 １ 議案第１４号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例 

追加日程第 ２ 議案第１５号 東京二十三区清掃一部事務組合人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例等の一部を改

正する条例 

追加日程第 ３ 議案第１６号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例 

追加日程第 ４ 議案第１７号 千歳清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事

請負契約の締結について 

追加日程第 ５ 議案第１８号 足立清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事

請負契約の締結について 

追加日程第 ６ 認定第 １号 平成３０年度東京二十三区清掃一部事務組合

一般会計歳入歳出決算の認定について 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開 会（午後２時３０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 ただいまから、令和元年第３回東京二十三区清掃一部事務組合議

会定例会を開会いたします。 

      これより本日の会議を開きます。 

      初めに、会議録署名議員の指名を行います。会議規則第１１２条の規定

に基づき、３番二島豊司議員、４番吉住はるお議員を会議録署名議員に指

名いたします。 

      次に、諸般の報告について、事務局長より報告いたします。 

○栗原光江事務局長 御報告申し上げます。 

      １ 令和元年第３回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会の招集に

ついて 

      ２ 議案の送付について 

      ３ 議事説明員について 

      以上３件につきましては、お手元に文書の写しを配付しておりますので、

内容の朗読を省略いたします。 

      なお、本日、御出席の議員は２１名、欠席の届けがありました議員は２

名でございます。 

○塩野目正樹議長 次に、例月出納検査の結果についての報告が監査委員から提出さ

れておりますので、事務局長より報告いたします。 

○栗原光江事務局長 御報告申し上げます。 

      お手元に、令和元年６月分から８月分までの例月出納検査報告書の写し

をお配りしておりますので、配付をもって報告とさせていただきます。 

○塩野目正樹議長 ここで、管理者から発言の申し出がありますので、これを許可い

たします。 

○山﨑孝明管理者 管理者の山﨑でございます。令和元年第３回定例会の開会に当た

りまして一言御挨拶をさせていただきます。 

      議長の皆様方におかれましては、各区の議会会期中にもかかわらず御参

集を賜り誠にありがとうございます。また当組合の運営につきまして、日

頃からの御理解と御協力に厚く御礼申し上げます。 

      さて本日の第３回定例会に提出いたします案件は、決算の認定、条例案
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件が３件、契約案件が２件でございます。決算の認定につきましては決算

特別委員会にて、清掃一組の事業実績を決算の面から御審議いただく貴重

な機会であると考えております。よろしく御審議を賜りますようお願い申

し上げまして、御挨拶とさせていただきます。 

○塩野目正樹議長 管理者の挨拶が終わりました。 

      これより、日程に入ります。日程第１を議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 １ 会期の決定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 会期についてお諮りいたします。今定例会の会期は、会議規則第

４条第１項第１号の規定に基づき、本日９月２７日から１０月１日までの

５日間といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、今定例会の会期は本日９月２７

日から１０月１日までの５日間とすることに決定いたしました。 

      次に、日程第２から日程第４までを議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ２ 議案第１４号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例 

日程第 ３ 議案第１５号 東京二十三区清掃一部事務組合人事行政の運営等の状況

の公表に関する条例等の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議案第１６号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 これらの案について、提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 議案第１４号から１６号までの３議案につきまして提案理由及

びその内容を御説明申し上げます。 

      初めに、議案第１４号、東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例でございます。 

      地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の趣旨を踏まえ、会
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計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例を制定するものでござい

ます。 

      次に、議案第１５号、東京二十三区清掃一部事務組合人事行政の運営等

の状況の公表に関する条例等の一部を改正する条例でございます。 

      地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の公布に伴い、人事

行政の運営等の状況の公表に関する条例等を改正するものでございます。 

      最後に、議案第１６号、東京二十三区清掃一部事務組合職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例でございます。 

      成年被後見人等に関する欠格条項を削除するという地方公務員法の改正

に伴い職員の給与に関する条例等を改正するものでございます。 

      以上が提案理由及び内容でございます。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○塩野目正樹議長 提案理由の説明は終わりました。これらの案については所管の総

務・事業委員会に付託いたします。 

      次に日程第５及び日程第６を議題といたします。 

 〔事務局長朗読〕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ５ 議案第１７号 千歳清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負契約の

締結について 

日程第 ６ 議案第１８号 足立清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負契約の

締結について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 これらの案について提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 議案第１７号及び議案第１８号につきまして、提案理由及びそ

の内容を一括して御説明申し上げます。いずれも東京二十三区清掃一部事

務組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例

第２条の規定に基づき提案するものでございます。 

      まず議案第１７号は、千歳清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負

契約の締結についてでございます。 

      契約の方法は随意契約、契約金額は５億５，０００万円、契約の相手方

は東京都港区海岸一丁目１４番５号、川崎重工業株式会社、取締役社長金

花芳則でございます。 
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      次に、議案第１８号、足立清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負

契約の締結についてでございます。 

      契約の方法は随意契約、契約金額は１２億４，３００万円、契約の相手

方は東京都大田区羽田旭町１１番１号、荏原環境プラント株式会社、代表

取締役社長渡邉良夫、代理人、東京都大田区羽田旭町１１番１号、荏原環

境プラント株式会社東日本営業部部長、今井孝治でございます。 

      以上が提案理由及びその内容でございます。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○塩野目正樹議長 提案理由の説明は終わりました。これらの案については所管の財

務委員会に付託いたします。 

      次に日程第７を議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ７ 認定第 １号 平成３０年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計歳

入歳出決算の認定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 認定第１号、平成３０年度東京二十三区清掃一部事務組合一般

会計歳入歳出決算の認定についてにつきまして、提案理由及びその内容を

御説明申し上げます。 

      本案は地方自治法第２３３条第３項の規定に基づき議会の認定に付すべ

きものでございます。 

      それでは恐れ入りますが、議案に添付しております冊子、決算書の４ペ

ージ、５ページをお開きください。 

      歳入につきましては、合計欄にありますように、予算現額７６３億５，

５００万円に対し、収入済額は７６９億４，００５万３，２６３円であり、

収入率は１００．８％でございます。 

      歳入の主な内容を申し上げます。恐れ入ります１枚お戻りいただきまし

て２ページ、３ページをごらんください。 

      初めに、第１款分担金及び負担金でございます。 

      予算現額３２６億５，０００万円、収入済額は同額で全て特別区分担金

でございます。 

－ 7 －



-  - 8 

      第２款使用料及び手数料は予算現額１５４億２，８００万８，０００円、

収入済額１５６億１２４万８，２００円。これは廃棄物処理手数料等でご

ざいます。 

      第８款諸収入、予算現額１０８億９，９９２万３，０００円、収入済額

１１３億１，９９８万１，４４５円。これはエネルギー売払収入等でござ

います。 

      次に６ページ、７ページをごらんください。 

      歳出につきましては、合計欄にありますように予算現額７６３億５，５

００万円に対し、支出済額７３１億６，５２８万９９０円であり、執行率

は９５．８％でございます。 

      歳出の主な内容を申し上げます。 

      初めに第３款清掃費でございます。予算現額６１６億９，３８６万７，

０００円、支出済額５９１億２，１２２万２，４６０円。これは清掃工場

等の運営及び建設等の経費で歳出全体の８０．７％を占めております。 

      第４款公債費は、予算現額３６億２，１２０万２，０００円、支出済額

３６億２，１１７万６，４８８円。これは組合債の元金及び利子償還に要

した経費でございます。 

      第５款諸支出金は、予算現額６２億３，０００万円、支出済額は同額で

全額を財政調整基金に積み立てております。 

      最後になりますが８ページをお開きください。 

      歳入歳出差引残額は３７億７，４７７万２，２７３円でございます。翌

年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は歳入歳出

差引残額と同額でございます。 

      以上が提案理由及び内容でございます。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○塩野目正樹議長 提案理由の説明は終わりました。 

      これより、本案について委員会条例第２条の２の規定により全議員をも

って構成する決算特別委員会を設置し、これに付託することにいたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、本件は全議員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、これに付託することに決定いたしました。 
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      ここで、議事の都合により、あらかじめ会議時間を延長いたします。こ

の際、付託案件の委員会審査のため、会議を暫時休憩いたします。なお、

決算特別委員会は、常任委員会終了後に、引き続きこちらで開催いたしま

す。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

休 憩（午後２時４２分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再 開（午後３時４０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 休憩前に引き続き会議を開きます。ただいま、総務・事業委員長、

財務委員長及び決算特別委員長から各委員会の審査報告書が提出されまし

た。 

      審査報告書の写しをお配りしておりますので、写しの配付をもって御報

告といたします。 

      この際、日程の追加についてお諮りいたします。お手元に配付いたしま

した追加議事日程のとおり、議案第１４号ほか５件を本日の日程に追加し、

議題とすることに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 異議なしと認め、議案第１４号ほか５件を本日の日程に追加する

ことに決定いたしました。 

      追加日程第１から追加日程第３までを議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 １ 議案第１４号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例 

追加日程第 ２ 議案第１５号 東京二十三区清掃一部事務組合人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例等の一部を改正する条例 

追加日程第 ３ 議案第１６号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 これらの件につきまして、総務・事業委員長の報告をお願いいた
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します。 

○上野ひろみ総務・事業委員長 総務・事業委員会に付託されました議案第１４号か

ら議案第１６号までの３議案につきまして、審査経過及び結果を報告いた

します。 

      委員会では、理事者より議案の内容について説明を受けた後、審査に入

りました。審査に当たっては委員より、公募によらない再度の任用の回数

について、会計年度任用職員に関する予算の考え方等について、質疑及び

意見がございました。 

      採決の結果、議案第１４号から議案第１６号までの３議案につきまして

はいずれも全員賛成により原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

      これをもって総務・事業委員会の報告を終わります。 

○塩野目正樹議長 ただいまの報告に対し、御質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 質疑なしと認め、質疑を終わります。これより採決いたします。 

      総務・事業委員会の審査結果はいずれも原案可決でございます。 

      議案第１４号は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、原案のとおり

可決いたしました。 

      次に、議案第１５号は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、原案のとおり

可決いたしました。 

      次に、議案第１６号は、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、議案第１６号は原案のとおり可

決いたしました。 

      次に、追加日程第４及び追加日程５を議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 ４ 議案第１７号 千歳清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負契
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約の締結について 

追加日程第 ５ 議案第１８号 足立清掃工場焼却炉補修及びその他整備工事請負契

約の締結について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 これらの件につきまして、財務委員長の報告をお願いいたします。 

○田中寿一財務委員長 財務委員会に付託されました、議案第１７号及び第１８号の

２議案につきまして、審査経過及び結果を御報告申し上げます。 

      委員会では理事者より議案の内容について説明を受けた後、審査に入り

ました。審査に当たっては特に質疑、意見等はなく、採決の結果委員会は

議案第１７号及び議案第１８号の２議案につきましては全員賛成により原

案通り可決すべきものと決定いたしました。 

      これをもって財務委員会の報告を終わります。 

○塩野目正樹議長 ただいまの報告に対し、御質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 質疑なしと認め、質疑を終わります。これより採決いたします。 

      財務委員会の審査結果はいずれも原案可決でございます。 

      初めに、議案第１７号は原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、原案のとおり

可決いたしました。 

      次に、議案第１８号は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、議案第１８号は、原案のとおり

可決いたしました。 

      次に、追加日程第６を議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 ６ 認定第 １号 平成３０年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会

計歳入歳出決算の認定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○塩野目正樹議長 本件につきましては、全議員で構成する決算特別委員会で審査し
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ておりますので、委員長の報告は省略いたします。 

      これより採決いたします。決算特別委員会の審査結果は認定でございま

す。認定第１号を認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。 

      よって認定第１号はこれを認定することに決定いたしました。 

      以上で今定例会の日程は全て終了いたしました。 

      お諮りいたします。会議規則第６条の規定により、本日をもって閉会い

たしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○塩野目正樹議長 御異議なしと認めます。よって、今定例会は、本日をもって閉会

することに決定いたしました。 

      ここで、管理者から発言の申し出がありますので、これを許可いたしま

す。 

○山﨑孝明管理者 第３回定例会の閉会に当たりまして、一言お礼の御挨拶を申し上

げます。本定例会に提出いたしました議案につきまして、慎重な御審議を

いただき、いずれも原案どおり議決を賜り、誠にありがとうございました。 

      本日の決定に基づき、適正に事業執行を行ってまいりますとともに、御

審議の中で頂戴いたしました御意見をしっかりと反映させ、適正に管理執

行してまいる所存でございます。今後とも御指導と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

      最後にこの季節の変わり目、御要職にある皆様におかれましてはどうか

健康に十分留意され今後のますますの御活躍をお祈り申し上げて御挨拶と

させていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

○塩野目正樹議長 管理者の挨拶は終わりました。 

      以上をもちまして、令和元年第３回東京二十三区清掃一部事務組合議会

定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉 会（午後３時４８分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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め

る

給

与

を

支

給

す

る

。 

一

 

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

職

員

(

以

下

「

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

」

と

い

う

。

)

か

ら

教

育

公

務

員

特

例

法

(

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

一

号

。

以

下

「

教

特

法

」

と

い

う

。

)

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

講

師

に

該

当

す

る

者

を

除

い

た

も

の

 

給

料

、

地

域

手

当

、

通

勤

手

当

、

特

殊

勤

務

手

当

、

超

過

勤

務

手

当

、

休

日

給

、

夜

勤

手

当

、

宿

日

直

手

当

及

び

期

末

手

当 

二

 

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

(

以

下

「

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

」

と

い

う

。

)
 

報

酬

及

び

期

末

手

当 

２

 

公

務

に

つ

い

て

生

じ

た

実

費

の

弁

償

は

、

給

与

に

は

含

ま

れ

な

い

。 

３

 

こ

の

条

例

に

よ

る

給

与

は

、

現

金

で

直

接

会

計

年

度

任

用

職

員

に

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

会

計

年

度

任

用

職

員

か

ら

申

出

の

あ

る

場

合

に

は

、

口

座

振

替

の

方

法

に

よ

り

支

払

う

こ

と

が

で

き

る

。 

(

給

料

表

)
 

第

三

条

 

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

及

び

報

酬

の

額

の

決

定

に

は

、

給

料

表

を

用

い

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

次

条

第

二

項

及

び

第

十

八

条

第

二

項

に

規

定

す

る

職

に

従

事

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

２

 

前

項

の

給

料

表

の

種

類

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

－
 
3
2
 
－



3 

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

九

号

。

以

下

「

給

与

条

例

」

と

い

う

。

)

第

五

条

第

一

項

第

一

号

か

ら

第

五

号

ま

で

に

掲

げ

る

給

料

表

の

と

お

り

と

す

る

。 

３

 
前

項

の

給

料

表

は

、

当

該

会

計

年

度

任

用

職

員

が

採

用

さ

れ

た

日

の

属

す

る

年

度

の

初

日

に

お

い

て

施

行

さ

れ

て

い

る

給

与

条

例

に

規

定

す

る

給

料

表

を

い

う

。 

 
 

 

第

二

章
 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

の

額

)
 

第

四

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

の

額

は

月

額

で

定

め

る

も

の

と

し

、

別

表

に

掲

げ

る

職

種

に

応

じ

、

同

表

額

の

種

別

の

欄

に

掲

げ

る

月

額

を

超

え

な

い

範

囲

内

に

お

い

て

、

任

命

権

者

が

決

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

２

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

別

表

に

掲

げ

る

職

種

の

分

類

に

よ

り

難

い

も

の

と

任

命

権

者

が

認

め

る

職

に

従

事

す

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

の

額

に

つ

い

て

は

、

月

額

三

十

七

万

四

千

百

円

を

超

え

な

い

範

囲

内

に

お

い

て

、

任

命

権

者

が

決

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

３

 

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

料

の

額

を

決

定

す

る

場

合

に

は

、

職

員

の

職

務

の

複

雑

性

、

特

殊

性

、

困

難

性

及

び

責

任

の

軽

重

に

応

じ

、

か

つ

、

常

勤

の

職

員

の

給

与

と

の

権

衡

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４

 

前

三

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

の

額

の

決

定

に 

関

し

必

要

な

事

項

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

規

則

(

以

下

「

組

合

規

則

」

と

い

う

。

)

で

定

め

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

の

支

給

方

法

)
 

第

五

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

料

は

、

月

の

一

日

か

ら

末

日

ま

で

の

期

間

(

以

下

「

給

与

期

間

」

と

い

う

。

)

に

つ

き

、

毎

月

一

回

、

組

合

規

則

で

定

め

る

日

に

、

そ

の

全

額

を

支

給

す

る

。 

２

 

新

た

に

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

っ

た

者

に

対

し

て

は

、

そ

の

日

か

ら

給

料

を

支

給

し

、

給

料

額

に

異

動

を

生

じ

た

者

に

対

し

て

は

、

そ

の

日

か

ら

新

た

に

決

定

さ

れ

た

給

料

を

支

4 

給

す

る

。

た

だ

し

、

離

職

し

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

即

日

他

の

職

の

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

任

命

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

日

の

翌

日

か

ら

給

料

を

支

給

す

る

。 

３

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

離

職

し

た

と

き

は

、

そ

の

日

ま

で

給

料

を

支

給

す

る

。 

４

 

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

給

料

を

支

給

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

給

与

期

間

の

初

日

か

ら

支

給

す

る

と

き

以

外

の

と

き

又

は

給

与

期

間

の

末

日

ま

で

支

給

す

る

と

き

以

外

の

と

き

は

、

そ

の

給

料

額

は

、

そ

の

給

与

期

間

の

現

日

数

か

ら

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

週

休

日

(

勤

務

時

間

を

割

り

振

ら

な

い

日

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

の

日

数

を

差

し

引

い

た

日

数

を

基

礎

と

し

て

日

割

り

に

よ

っ

て

計

算

す

る

。 

５

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

死

亡

し

た

と

き

は

、

そ

の

月

ま

で

給

料

を

支

給

す

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

地

域

手

当

)
 

第

六

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

給

与

条

例

第

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

地

域

手

当

を

支

給

さ

れ

る

職

員

の

例

に

よ

り

、

地

域

手

当

を

支

給

す

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

通

勤

手

当

)
 

第

七

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

給

与

条

例

第

十

六

条

の

規

定

に

よ

り

通

勤

手

当

を

支

給

さ

れ

る

職

員

の

例

に

よ

り

、

通

勤

手

当

を

支

給

す

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

)
 

第

八

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

給

与

条

例

第

十

八

条

及

び

東

京

二

十

三

区

清

掃 

一

部

事

務

組

合

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

号

。

以

下

「

特 

勤

条

例

」

と

い

う

。

)

の

規

定

に

よ

り

特

殊

勤

務

手

当

を

支

給

さ

れ

る

職

員

の

例

に

よ

り

、

特

殊

勤

務

手

当

を

支

給

す

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

の

減

額

)
 

 

第

九

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

そ

の

定

め

ら

れ

た

勤

務

時

間

(

以

下

次

条

か

ら

第

十

二

条

ま

で

に

お

い

て

「

所

定

の

勤

務

時

間

」

と

い

う

。

)

中

に

勤

務

し

な

い

と

き

は

、

休

日

(

特

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

る

場

合

を

除

き

、

当

該

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

勤

務

時

間

に

－
 
3
3
 
－



5 

お

い

て

も

勤

務

す

る

こ

と

を

要

し

な

い

日

及

び

当

該

日

に

特

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

場

合

に

お

け

る

当

該

日

に

代

わ

る

日

(

以

下

「

代

休

日

」

と

い

う

。

)

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

で

あ

る

場

合

、

組

合

規

則

で

定

め

る

有

給

の

休

暇

に

よ

る

場

合

並

び

に

そ

の

勤

務

し

な

い

こ

と

及

び

給

与

の

減

額

を

免

除

す

る

こ

と

に

つ

き

任

命

権

者

の

承

認

が

あ

っ

た

場

合

を

除

き

、

そ

の

勤

務

し

な

い

一

時

間

に

つ

き

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

を

減

額

し

て

給

与

を

支

給

す

る

。 

２

 

前

項

の

承

認

の

基

準

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

超

過

勤

務

手

当

)
 

第

十

条

 

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

つ

い

て

、

超

過

勤

務

手

当

を

支

給

す

る

。 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

超

過

勤

務

手

当

の

額

は

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

に

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

次

の

各

号

に

掲

げ

る

勤

務

の

区

分

に

応

じ

て

そ

れ

ぞ

れ

百

分

の

百

二

十

五

か

ら

百

分

の

百

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

(
そ

の

勤

務

が

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

で

あ

る

場

合

は

、

そ

の

割

合

に

百

分

の

二

十

五

を

加

算

し

た

割

合

)

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

。 

一

 

所

定

の

勤

務

時

間

が

割

り

振

ら

れ

た

日
(

次

条

の

規

定

に

よ

り

休

日

給

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

日

を

除

く

。

)

に

お

け

る

勤

務 

二

 

前

号

に

掲

げ

る

勤

務

以

外

の

勤

務 

３

 

前

二

項

の

規

定

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

あ

ら

か

じ

め

割

り

振

ら

れ

た

一

週

間

の

所

定

の

勤

務

時

間

(

以

下

「

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

」

と

い

う

。

)

を

超

え

て

週

休

日

と

さ

れ

た

日

に

所

定

の

勤

務

時

間

を

割

り

振

ら

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

当

該

所

定

の

勤

務

時

間

に

相

当

す

る

時

間

(

次

条

の

規

定

に

よ

り

休

日

給

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

時

間

を

除

く

。

次

項

に

お

い

て

「

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

時

間

」

と

い

6 

う

。

)

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

に

百

分

の

二

十

五

か

ら

百

分

の

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

超

過

勤

務

手

当

と

し

て

支

給

す

る

。 

４

 

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

時

間

と

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

時

間

と

の

合

計

が

一

月

に

つ

い

て

六

十

時

間

を

超

え

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

六

十

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

前

三

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

に

次

の

各

号

に

掲

げ

る

時

間

の

区

分

に

応

じ

て

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

超

過

勤

務

手

当

と

し

て

支

給

す

る

。 

一

 

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

勤

務

の

時

間

 

百

分

の

百

五

十

(

そ

の

時

間

が

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

で

あ

る

場

合

は

、

百

分

の

百

七

十

五

)
 

二

 

前

項

の

規

定

に

よ

る

勤

務

の

時

間

 

百

分

の

五

十 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

休

日

給

)
 

第

十

一

条

 

休

日

の

勤

務

と

し

て

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

に

百

分

の

百

二

十

五

か

ら

百

分

の

百

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

休

日

給

と

し

て

支

給

す

る

。

た

だ

し

、

任

命

権

者

が

代

休

日

を

指

定

し

当

該

代

休

日

に

勤

務

し

な

か

っ

た

場

合

に

は

、

休

日

給

は

支

給

し

な

い

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

夜

勤

手

当

)
 

第

十

二

条

 

所

定

の

勤

務

時

間

と

し

て

、

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

間

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

次

条

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

の

百

分

の

二

十

五

を

夜

勤

手

当

と

し

て

支

給

す

る

。 

－
 
3
4
 
－



7 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

の

算

出

)
 

第

十

三

条

 

第

九

条

か

ら

前

条

ま

で

に

規

定

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

給

与

額

は

、

給

料

の

月

額

及

び

組

合

規

則

で

定

め

る

手

当

の

月

額

の

合

計

額

に

十

二

を

乗

じ

、

そ

の

額

を

三

十

八

・

七

五

に

五

十

二

を

乗

じ

た

時

間

か

ら

三

十

八

・

七

五

を

五

で

除

し

て

得

た

時

間

に

組

合

規

則

で

定

め

る

日

の

数

を

乗

じ

た

も

の

を

減

じ

た

も

の

で

除

し

て

得

た

額

と

す

る

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

職

員

の

宿

日

直

手

当

)
 

第

十

四

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

十

九

号

)

第

八

条

の

規

定

に

基

づ

く

規

則

の

規

定

に

よ

る

宿

日

直

勤

務

を

命

ぜ

ら

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

給

与

条

例

第

二

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

宿

日

直

手

当

を

支

給

さ

れ

る

職

員

の

例

に

よ

り

、

宿

日

直

手

当

を

支

給

す

る

。 

(

休

職

等

と

な

っ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

)
 

第

十

五

条

 

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

(

平

成

三

年

法

律

第

百

十

号

。

以

下

「

育

児

休

業

法

」

と

い

う

。

)

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

休

業

中

の

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

は

、

育

児

休

業

法

第

七

条

の

規

定

に

よ

り

、

期

末

手

当

を

支

給

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２

 

前

項

の

場

合

を

除

き

、

法

第

二

十

八

条

第

二

項

若

し

く

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

休

職

の

事

由

等

に

関

す

る

規

則

(
平

成

十

二

年

規

則

第

十

六

号

。

以

下

「

休

職

規

則

」

と

い

う

。

)

第

二

条

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号
(

第

一

号

及

び

第

二

号

に

準

ず

る

場

合

を

除

く

。

)

の

規

定

に

よ

る

休

職

、

法

第

五

十

五

条

の

二

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

休

職

又

は

育

児

休

業

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

休

業

と

な

っ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

対

し

て

は

、

休

職

等

の

期

間

中

い

か

な

る

給

与

も

支

給

し

な

い

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

と

災

害

補

償

と

の

関

係

)
 

第

十

六

条

 

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

公

務

上

負

傷

し

、

若

し

く

は

疾

病

に

か

か

り

、

又

は

通

勤

に

よ

り

負

傷

し

、

若

し

く

は

疾

病

に

か

か

り

、

地

方

公

務

員

災

害

補

償

法

(

昭

和

四

十

二

8 

年

法

律

第

百

二

十

一

号

)

、

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

(

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

五

十

号

)
又

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

非

常

勤

職

員

の

公

務

災

害

補

償

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

四

号

)

の

適

用

を

受

け

て

療

養

の

た

め

勤

務

し

な

い

期

間

に

つ

い

て

は

、

次

条

の

給

与

を

除

く

ほ

か

、

こ

の

条

例

に

定

め

る

給

与

は

支

給

し

な

い

。 

(

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

期

末

手

当

)
 

第

十

七

条

 

期

末

手

当

は

、

三

月

一

日

、

六

月

一

日

及

び

十

二

月

一

日

(

以

下

こ

の

条

及

び

第

三

十

一

条

に

お

い

て

「

基

準

日

」

と

い

う

。

)

に

そ

れ

ぞ

れ

在

職

す

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

(

組

合

規

則

で

定

め

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

)

に

対

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

基

準

日

の

属

す

る

月

の

組

合

規

則

で

定

め

る

日

に

支

給

す

る

。

こ

れ

ら

の

基

準

日

前

一

箇

月

以

内

に

退

職

し

、

又

は

死

亡

し

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

(

組

合

規

則

で

定

め

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

)

に

つ

い

て

も

、

ま

た

同

様

と

す

る

。 

２

 

期

末

手

当

の

額

は

、

第

四

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

給

料

の

月

額

を

基

礎

と

し

て

組

合

規

則

で

定

め

る

額

に

、

三

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

二

十

五

、

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

十

五

、

十

二

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

二

十

を

乗

じ

て

得

た

額

に

、

組

合

規

則

で

定

め

る

支

給

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

。 

３

 

期

末

手

当

の

不

支

給

及

び

一

時

差

止

め

は

、

給

与

条

例

の

適

用

を

受

け

る

職

員

の

例

に

よ

る

。 

４

 

前

三

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

期

末

手

当

の

支

給

等

に

関

し

必

要

な

事

項

は

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

 
 

 

第

三

章

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

の

額

)
 

第

十

八

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

(

第

二

十

一

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

五

条

に

規

定

す

る

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

六

条

に

規

定

す

る

夜

勤

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

及

び

第

二

十

－
 
3
5
 
－
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八

条

に

規

定

す

る

宿

日

直

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

(

以

下

こ

れ

ら

を

総

称

し

て

「

諸

手

当

相

当

報 
酬

」

と

い

う

。

)

を

含

ま

な

い

も

の

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

か

ら

第

二

十

条

ま

で

に

お

い

て

同

じ

。

)
 

の

額

は

、

月

額

、

日

額

又

は

時

間

額

で

定

め

る

も

の

と

し

、

別

表

に

掲

げ

る

職

種

に

応

じ

、

同

表

額

の

種

別

の

欄

に

掲

げ

る

月

額

、

日

額

又

は

時

間

額

を

超

え

な

い

範

囲

内

に

お

い

て

、

次

条

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

任

命

権

者

が

決

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

２

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

別

表

に

掲

げ

る

職

種

の

分

類

に

よ

り

難

い

も

の

と

任

命

権

者

が

認

め

る

職

に

従

事

す

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

の

額

に

つ

い

て

は

、

月

額

で

定

め

る

職

に

あ

っ

て

は

二

十

八

万

五

千

円

、

日

額

で

定

め

る

職

に

あ

っ

て

は

二

万

三

千

円

、

時

間

額

で

定

め

る

職

に

あ

っ

て

は

四

千

七

百

円

を

超

え

な

い

範

囲

内

に

お

い

て

、

任

命

権

者

が

決

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

３

 

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

報

酬

の

額

を

決

定

す

る

場

合

に

は

、

職

員

の

職

務

の

複

雑

性

、

特

殊

性

、

困

難

性

及

び

責

任

の

軽

重

に

応

じ

、

か

つ

、

常

勤

の

職

員

の

給

与

と

の

権

衡

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４

 

前

三

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

の

額

の

決

定

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

第

十

九

条

 

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

一

月

当

た

り

の

報

酬

額

は

、

基

準

月

額

に

、

当

該

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

週

間

当

た

り

の

勤

務

時

間

を

三

十

八

・

七

五

で

除

し

て

得

た

数

を

乗

じ

て

得

た

額
(

そ

の

額

に

一

円

未

満

の

端

数

を

生

じ

た

と

き

は

、

こ

れ

を

切

り

捨

て

た

額

)

と

す

る

。 

２

 

日

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

一

日

当

た

り

の

報

酬

額

は

、

基

準

月

額

を

二

十

一

で

除

し

て

得

た

額

に

、

当

該

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

日

当

た

り

の

勤

務

時

間

を

七

・

七

五

で

除

し

て

得

た

数

を

乗

じ

て

得

た

額
(

そ

の

額

に

一

円

未

満

の

端

数

を

生

じ

た

と

き

は

、

こ

れ

を

切

り

捨

て

た

額

)

と

す

る

。 

３

 

時

間

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

10 

額

は

、

基

準

月

額

を

百

六

十

二

・

七

五

で

除

し

て

得

た

額

(

そ

の

額

に

一

円

未

満

の

端

数

を

生

じ

た

と

き

は

、

こ

れ

を

切

り

捨

て

た

額

)

と

す

る

。 

４

 

前

三

項

の

「

基

準

月

額

」

と

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

規

定

す

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

一

週

間

当

た

り

の

通

常

の

勤

務

時

間

が

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

同

一

で

あ

る

と

し

た

場

合

に

、

そ

の

者

の

職

務

の

内

容

及

び

責

任

、

職

務

遂

行

上

必

要

と

な

る

知

識

、

技

術

及

び

職

務

経

験

等

に

照

ら

し

て

前

条

に

よ

り

決

定

し

た

報

酬

の

額

と

す

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

の

支

給

方

法

)
 

第

二

十

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

は

、

給

与

期

間

に

つ

き

、

毎

月

一

回

、

組

合

規

則

で

定

め

る

日

に

、

そ

の

全

額

を

支

給

す

る

。 

２

 

新

た

に

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

っ

た

者

に

対

し

て

は

、

そ

の

日

か

ら

報

酬

を

支

給

し

、

報

酬

額

に

異

動

を

生

じ

た

者

に

対

し

て

は

、

そ

の

日

か

ら

新

た

に

決

定

さ

れ

た

報

酬

を

支

給

す

る

。

た

だ

し

、

離

職

し

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

即

日

他

の

職

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

任

命

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

日

の

翌

日

か

ら

報

酬

を

支

給

す

る

。 

３

 

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

離

職

し

た

と

き

は

、

そ

の

日

ま

で

報

酬

を

支

給

す

る

。 

４

 

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

報

酬

を

支

給

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

給

与

期

間

の

初

日

か

ら

支

給

す

る

と

き

以

外

の

と

き

又

は

給

与

期

間

の

末

日

ま

で

支

給

す

る

と

き

以

外

の

と

き

は

、

そ

の

報

酬

額

は

、

そ

の

給

与

期

間

の

現

日

数

か

ら

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

週

休

日

の

日

数

を

差

し

引

い

た

日

数

を

基

礎

と

し

て

日

割

り

に

よ

っ

て

計

算

す

る

。 

５

 

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

死

亡

し

た

と

き

は

、

そ

の

月

ま

で

報

酬

を

支

給

す

る

。 

６

 

日

額

又

は

時

間

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

対

し

て

は

、

そ

の

者

の

勤

務

日

数

又

は

勤

務

時

間

に

応

じ

て

報

酬

を

支

給

す

る

。 

－
 
3
6
 
－
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(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

一

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

を

支

給

す

る

。 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

額

は

、

当

該

職

員

の

報

酬

(

諸

手

当

相

当

報

酬

を

含

ま

な

い

も

の

を

い

う

。

)

の

百

分

の

二

十

の

範

囲

内

の

額

と

す

る

。 

３

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

支

給

額

、

支

給

方

法

そ

の

他

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

支

給

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

二

条

 

著

し

く

危

険

、

不

快

、

不

健

康

又

は

困

難

な

勤

務

そ

の

他

著

し

く

特

殊

な

勤

務

で

、

給

与

上

特

別

の

考

慮

を

必

要

と

し

、

か

つ

、

そ

の

特

殊

性

を

報

酬

で

考

慮

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

ら

れ

る

も

の

に

従

事

す

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

(

教

特

法

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

講

師

に

該

当

す

る

者

を

除

く

。

)

に

は

、

そ

の

勤

務

の

特

殊

性

に

応

じ

て

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

を

支

給

す

る

。 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

額

は

、

当

該

職

員

の

報

酬

(

諸

手

当

相

当

報

酬

を

含

ま

な

い

も

の

を

い

う

。
)

の

百

分

の

二

十

五

を

超

え

な

い

範

囲

内

に

お

い

て

定

め

る

。

た

だ

し

、

職

務

の

性

質

に

よ

り

特

別

の

必

要

が

あ

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

３

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

種

類

、

支

給

範

囲

及

び

支

給

額

等

に

つ

い

て

は

、

特

勤

条

例

の

規

定

を

準

用

す

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

の

減

額

等

)
 

第

二

十

三

条

 

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

そ

の

定

め

ら

れ

た

勤

務

時

間

(

以

下

こ

の

条

か

ら

第

二

十

六

条

ま

で

に

お

い

て

「

所

定

の

勤

務

時

間

」

と

い

う

。

)

中

に

勤

務

し

な

い

と

き

は

、

休

日

で

あ

る

場

合

、

組

合

規

則

で

定

め

る

有

給

の

休

暇

に

よ

る

場

合

並 

び

に

そ

の

勤

務

し

な

い

こ

と

及

び

給

与

の

減

額

を

免

除

す

る

こ

と

に

つ

き

任

命

権

者

の

承

認

が

あ

っ

た

場

合

を

除

き

、

そ

の

勤

務

し

な

い

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

第

一

号

に

定

め

る

勤

務

一

時 

12 

間

当

た

り

の

報

酬

額

を

減

額

し

て

報

酬

を

支

給

す

る

。 

２

 

日

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

勤

務

し

な

い

と

き

は

、

休

日

で

あ

る

場

合

、

組

合

規

則

で

定

め

る

有

給

の

休

暇

に

よ

る

場

合

並

び

に

そ

の

勤

務

し

な

い

こ

と

及

び

給

与

の

減

額

を

免

除

す

る

こ

と

に

つ

き

任

命

権

者

の

承

認

が

あ

っ

た

場

合

を

除

き

、

そ

の

勤

務

し

な

い

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

第

二

号

に

定

め

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

を

減

額

し

て

報

酬

を

支

給

す

る

。 

３

 

時

間

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

組

合

規

則

で

定

め

る

有

給

の

休

暇

を

取

得

し

た

と

き

並

び

に

そ

の

勤

務

し

な

い

こ

と

及

び

給

与

の

減

額

を

免

除

す

る

こ

と

に

つ

き

任

命

権

者

の

承

認

が

あ

っ

た

と

き

は

、

当

該

勤

務

時

間

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

第

三

号

に

定

め

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

を

報

酬

と

し

て

支

給

す

る

。 

４

 

前

三

項

の

承

認

の

基

準

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

四

条

 

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

つ

い

て

、

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

を

支

給

す

る

。 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

額

は

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

に

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

次

の

各

号

に

掲

げ

る

勤

務

の

区

分

に

応

じ

て

そ

れ

ぞ

れ

百

分

の

百

二

十

五

か

ら

百

分

の

百

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

(

そ

の

勤

務

が

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

で

あ

る

場

合

は

、

そ

の

割

合

に

百

分

の

二

十

五

を

加

算

し

た

割

合

)

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

。

た

だ

し

、

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

第

一

号

に

掲

げ

る

勤

務

で

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

し

た

も

の

の

う

ち

、

そ

の

勤

務

の

時

間

と

そ

の

勤

務

を

し

た

日

に

お

け

る

所

定

の

勤

務

時

間

と

の

合

計

が

七

時

間

四

十

五

分

に

達

す

る

ま

で

の

間

の

勤

務

に

係

る

本

文

に

規

定

す

る

報

酬

の

額

は

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

－
 
3
7
 
－
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出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

に

百

分

の

百

(

そ

の

勤

務

が

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

で

あ

る

場

合

は

、

百

分

の

百

二

十

五

)

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

。 
一

 
所

定

の

勤

務

時

間

が

割

り

振

ら

れ

た

日

(

次

条

の

規

定

に

よ

り

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

が 
支

給

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

日

を

除

く

。

)

に

お

け

る

勤

務 

二

 

前

号

に

掲

げ

る

勤

務

以

外

の

勤

務 

３

 

前

二

項

の

規

定

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

週

休

日

と

さ

れ

た

日

に

所

定

の

勤

務

時

間

を

割

り

振

ら

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

当

該

所

定

の

勤

務

時

間

に

相

当

す

る

時

間

(

三

十

八

時

間

四

十

五

分

か

ら

当

該

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

減

じ

て

得

た

時

間

及

び

次

条

の

規

定

に

よ

り

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

時

間

を

合

計

し

て

得

た

時

間

(

当

該

合

計

し

て

得

た

時

間

が

当

該

割

振

り 

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

時

間

を

超

え

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

時

間

)
 

を

除

く

。

次

項

に

お

い

て

「

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

時

間

」

と

い

う

。

)

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

に

百

分

の

二

十

五

か

ら

百

分

の

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

と

し

て

支

給

す

る

。 

４

 

所

定

の

勤

務

時

間

以

外

の

時

間

に

勤

務

し

た

時

間

と

割

振

り

変

更

前

の

所

定

の

勤

務

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

時

間

と

の

合

計

が

一

月

に

つ

い

て

六

十

時

間

を

超

え

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

六

十

時

間

を

超

え

て

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

前

三

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

に

次

の

各

号

に

掲

げ

る

時

間

の

区

分

に

応

じ

て

、

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

と

し

て

支

給

す

る

。 

一

 

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

勤

務

の

時

間

 

百

分

の

百

五

十

(

そ

の

時

間

が

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

で

あ

る

場

合

は

、

百

分

の

百

七

十

五

)
 

二

 

前

項

の

規

定

に

よ

る

勤

務

の

時

間

 

百

分

の

五

十 

14 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

五

条

 

休

日

の

勤

務

と

し

て

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

所

定

の

勤

務

時

間

中

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

第

二

十

七

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

に

百

分

の

百

二

十

五

か

ら

百

分

の

百

五

十

ま

で

の

範

囲

内

で

組

合

規

則

で

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

と

し

て

支

給

す

る

。

た

だ

し

、

任

命

権

者

が

代

休

日

を

指

定

し

当

該

代

休

日

に

勤

務

し

な

か

っ

た

場

合

に

は

、

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

は

支

給

し

な

い

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

夜

勤

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

六

条

 

所

定

の

勤

務

時

間

と

し

て

、

午

後

十

時

か

ら

翌

日

の

午

前

五

時

ま

で

の

間

に

勤

務

す

る

こ

と

を

命

ぜ

ら

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

そ

の

間

に

勤

務

し

た

全

時

間

に

対

し

て

、

勤

務

一

時

間

に

つ

き

、

次

条

各

号

の

規

定

に

よ

り

算

出

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

の

百

分

の

二

十

五

を

夜

勤

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

と

し

て

支

給

す

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

の

算

出

)
 

第

二

十

七

条

 

第

二

十

三

条

か

ら

前

条

ま

で

に

規

定

す

る

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

と

す

る

。 

一

 

月

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

 

第

十

八

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

報

酬

の

月

額

及

び

組

合

規

則

で

定

め

る

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

月

額

の

合

計

額

に

十

二

を

乗

じ

、

そ

の

額

を

三

十

八

・

七

五

に

五

十

二

を

乗

じ

た

時

間

か

ら

三

十

八

・

七

五

を

五

で

除

し

て

得

た

時

間

に

組

合

規

則

で

定

め

る

日

の

数

を

乗

じ

た

も

の

を

減

じ

た

も

の

で

除

し

て

得

た

額

に

、

三

十

八

・

七

五

を

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

週

間

当

た

り

の

勤

務

時

間

で

除

し

た

も

の

を

乗

じ

て

得

た

額 

二

 

日

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

 

第

十

八

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

報

酬

の

日

額

及

び

組

合

規

則

で

定

め

る

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

日

額

の

合

計

額

を

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

日

当

た

り

の

勤

－
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務

時

間

で

除

し

て

得

た

額 
三

 

時

間

額

で

報

酬

を

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

 

第

十

八

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

報

酬

の

時

間

額

及

び

組

合

規

則

で

定

め

る

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

の

時

間

額

の

合

計

額 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

宿

日

直

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

)
 

第

二

十

八

条

 
宿

日

直

勤

務

を

命

ぜ

ら

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

は

、

給

与

条

例

第

二

十

四

条

の

規

定

を

準

用

し

、

宿

日

直

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

を

支

給

す

る

。

た

だ

し

、

そ

の

支

給

日

に

つ

い

て

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

休

職

等

と

な

っ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

)
 

第

二

十

九

条

 

育

児

休

業

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

休

業

中

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

は

、

育

児

休

業

法

第

七

条

の

規

定

に

よ

り

、

期

末

手

当

を

支

給

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２

 

前

項

の

場

合

を

除

き

、

法

第

二

十

八

条

第

二

項

若

し

く

は

休

職

規

則

第

二

条

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号

(

第

一

号

及

び

第

二

号

に

準

ず

る

場

合

を

除

く

。

)

の

規

定

に

よ

る

休

職

、

法

第

五

十

五

条

の

二

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

休

職

又

は

育

児

休

業

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

休

業

と

な

っ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

対

し

て

は

、

休

職

等

の

期

間

中

い

か

な

る

給

与

も

支

給

し

な

い

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

と

災

害

補

償

と

の

関

係

)
 

第

三

十

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

公

務

上

負

傷

し

、

若

し

く

は

疾

病

に

か

か

り

、

又

は

通

勤

に

よ

り

負

傷

し

、

若

し

く

は

疾

病

に

か

か

り

、

地

方

公

務

員

災

害

補

償

法

、

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

又

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

非

常

勤

職

員

の

公

務

災

害

補

償

等

に

関

す

る

条

例

の

適

用

を

受

け

て

療

養

の

た

め

勤

務

し

な

い

期

間

に

つ

い

て

は

、

次

条

の

給

与

を

除

く

ほ

か

、

こ

の

条

例

に

定

め

る

給

与

は

支

給

し

な

い

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

期

末

手

当

)
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第

三

十

一

条

 

期

末

手

当

は

、

基

準

日

に

そ

れ

ぞ

れ

在

職

す

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員
(

組

合

規

則

で

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

)

に

対

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

基

準

日

の

属

す

る

月

の

組

合

規

則

で

定

め

る

日

に

支

給

す

る

。

こ

れ

ら

の

基

準

日

前

一

箇

月

以

内

に

退

職

し

、

又

は

死

亡

し

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

(

組

合

規

則

で

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

)

に

つ

い

て

も

、

ま

た

同

様

と

す

る

。 

２

 

期

末

手

当

の

額

は

、

第

十

八

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

報

酬

を

基

礎

と

し

て

組

合

規

則

で

定

め

る

額

に

、

三

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

二

十

五

、

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

十

五

、

十

二

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

二

十

を

乗

じ

て

得

た

額

に

、

組

合

規

則

で

定

め

る

支

給

割

合

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

。 

３

 

期

末

手

当

の

不

支

給

及

び

一

時

差

止

め

は

、

給

与

条

例

の

適

用

を

受

け

る

職

員

の

例

に

よ

る

。 

４

 

前

三

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

期

末

手

当

の

支

給

等

に

関

し

必

要

な

事

項

は

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

  
    

第

四

章

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

費

用

弁

償 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

通

勤

に

係

る

費

用

弁

償

)
 

第

三

十

二

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

給

与

条

例

第

十

六

条

第

一

項

各

号

に

定

め

る

通

勤

手

当

の

支

給

要

件

に

該

当

す

る

と

き

は

、

通

勤

に

係

る

費

用

弁

償

を

支

給

す

る

。 

２

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

通

勤

に

係

る

費

用

弁

償

の

額

、

支

給

日

及

び

返

納

に

つ

い

て

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

公

務

の

た

め

の

旅

行

に

係

る

費

用

弁

償

)
 

第

三

十

三

条

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

公

務

の

た

め

の

旅

行

に

係

る

費

用

を

負

担

す

る

と

き

は

、

そ

の

旅

行

に

係

る

費

用

弁

償

を

支

給

す

る

。 

２

 

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

旅

行

に

係

る

費

用

弁

償

の

額

及

び

支

給

方

法

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

非

常

勤

職

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

四

号

)

の

適

用

を

受

け

る

非

常

勤

職

員

の

例

に

よ

る

。 

－
 
3
9
 
－
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第

五

章

 

雑

則 

(
給

与

か

ら

の

控

除

)
 

第

三

十

四

条

 

次

の

各

号

に

掲

げ

る

も

の

は

、

会

計

年

度

任

用

職

員

に

給

与

を

支

給

す

る

際

、

そ

の

給

与

か

ら

控

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一

 

会

計

年

度

任

用

職

員

の

居

住

の

用

に

供

す

る

東

京

都

、

区

又

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

の

施

設

の

使

用

料

及

び

そ

の

使

用

に

必

要

な

経

費 

二

 

会

計

年

度

任

用

職

員

が

そ

の

福

利

厚

生

を

目

的

と

し

て

組

織

す

る

団

体

で

管

理

者

が

適

当

と

認

め

た

も

の

(
以

下

「

互

助

会

」

と

い

う

。

)

の

会

費

並

び

に

互

助

会

の

貸

付

金

及

び

立

替

金

に

か

か

る

返

還

金

及

び

利

子 

三

 

互

助

会

が

取

り

扱

う

保

険

料

及

び

火

災

共

済

事

業

の

共

済

掛

金 

四

 

東

京

都

職

員

信

用

組

合

及

び

中

央

労

働

金

庫

に

対

す

る

貯

蓄

金

並

び

に

こ

れ

ら

の

法

人

の

貸

付

金

に

か

か

る

返

還

金

及

び

利

子 

(

別

に

定

め

の

あ

る

職

員

の

給

与
)
 

第

三

十

五

条

 

第

二

条

か

ら

前

条

ま

で

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

勤

務

条

件

に

つ

い

て

別

に

定

め

の

あ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

に

つ

い

て

は

、

常

勤

の

職

員

の

給

与

と

の

権

衡

及

び

そ

の

職

務

の

特

殊

性

等

を

考

慮

し

、

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

も

の

と

す

る

。 

(

委

任

)
 

第

三

十

六

条

 

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

  
    

附

 

則 

(

施

行

期

日

)
 

１

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

(

給

与

の

種

類

及

び

基

準

の

準

用

)
 

２

 

法

第

五

十

七

条

の

規

定

に

基

づ

く

単

純

な

労

務

に

雇

用

さ

れ

る

者

の

給

与

の

種

類

及

び

基

準

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

中

給

与

の

種

類

及

び

基

準

に

関

す

る

規

定

を

準

用

す

る

。 
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別

表

(

第

四

条

、

第

十

八

条

関

係

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

額

の

種

別 

 
 

 

職

種

 
 

 
 

給

料

表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月

額

 
 

 
 

 
 

日

額

 
 

 
 

時

間

額 

  
 

 

事

務

系

 
 

行

政

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額

 

月

額

を

二

十

一

 

月

額

を

百

六

十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で

除

し

て

得

た

 

二

・

七

五

で

除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

額

 
 

 
 

 
 

し

て

得

た

額 

 
 

 

福

祉

系

 
 

行

政

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一

)
 

  
 

一

般

技

術

系

 

行

政

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一

)
 

  
 

医

療

技

術

系

 

医

療

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

一

)
 

  
 

 
 

 
 

 
 

医

療

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

二

)
 

  
 

 
 

 
 

 
 

医

療

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

三

)
 

 

－
 
4
0
 
－



19 

 
 

 

技

能

系

 
 

行

政

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

二

)
 

  
 

 
業

務

系

 
 

行

政

職

給

料

表

 

給

料

表

の

一

級

の

額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

二

)
 

 

備

考

 

こ

の

表

に

お

い

て

「

職

種

」

と

は

、

職

員

の

採

用

・

昇

任

等

に

関

す

る

一

般

基

準

(

平

成 

十

三

年

三

月

二

十

九

日

特

別

区

人

事

委

員

会

決

定

)

十

三

(

一

)

②

に

規

定

す

る

職

種

を

い

う

。 

 (

提

案

理

由

)
 

 

地

方

公

務

員

法

及

び

地

方

自

治

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

(

平

成

二

十

九

年

法

律

第

二

十

九

号

)

の

公

布

に

伴

い

、

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。 

            

20 
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－
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議

案

第

十

五

号 

 
 

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 
 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 

 

令

和

元

年

九

月

二

十

七

日 

 

提

出

者

 
東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

 

山

 

﨑

 

孝

 

明 

  

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

一

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例 

(

平

成

十

七

年

条

例

第

一

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

三

条

中

「

占

め

る

職

員

」

の

下

に

「

及

び

同

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

職

員

」

を

加

え

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

分

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

二

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

分

限

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第 

十

四

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

四

条

中

第

三

項

を

第

四

項

と

し

、

第

二

項

を

第

三

項

と

し

、

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加 

22 

え

る

。 

２

 

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

対

す

る

前

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

三

年

を

超

え

な

い

範

囲

内

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

定

め

る

任

期

の

範

囲

内

」

と

、

「

三

年

に

満

た

な

い

場

合

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

定

め

る

任

期

に

満

た

な

い

場

合

」

と

す

る

。 

 
 

第

六

条

第

一

項

中

「

第

四

条

第

一

項

」

の

下

に

「

(

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。

)

」

を

加

え

、

「

第

三

項

」

を

「

第

四

項

」

に

改

め

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

懲

戒

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

三

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

懲

戒

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第 

十

六

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

三

条

中

「

給

料

」

の

下

に

「

(

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

に

つ

い

て

は

、

報

酬

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

令

和

元

年

条

例

第

 

号

)

第

二

十

一

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

域

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

特

殊

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

超

過

勤

務

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

五

条

に

規

定

す

る

休

日

給

に

相

当

す

る

報

酬

、

第

二

十

六

条

に

規

定

す

る

夜

勤

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

及

び

第

二

十

八

条

に

規

定

す

る

宿

日

直

手

当

に

相

当

す

る

報

酬

を

除

く

。

) 
 )

」

を

加

え

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

の

一 

部

改

正

)
 

第

四

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例 

(

平

成

十

二

年

条

例

第

十

九

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

十

四

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

５

 

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

三

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

及

び

－
 
4
2
 
－
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地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

(

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

に

限

る

。

)

の

任

用

期

間

中

の

年

次

有

給

休

暇

は

、

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

 

第

十

六

条

第

一

項

中

「

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

初

期

休

暇

、

母

子

保

健

健

診

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

休

暇

、

子

の

看

護

の

た

め

の

休

暇

、

短

期

の

介

護

休

暇

及

び

育

児

参

加

休

暇

」

を

「

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

休

暇

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

各

号

を

加

え

る

。 

 

一

 

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

三

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

及

び

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

(
常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

に

限

る

。

)
 

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

初

期

休

暇

、

母

子

保

健

健

診

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

子

の

看

護

の

た

め

の

休

暇

、

短

期

の

介

護

休

暇

及

び

育

児

参

加

休

暇 

 

二

 

前

号

以

外

の

職

員

 

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

初

期

休

暇

、

母

子

保

健

健

診

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

休

暇

、

子

の

看

護

の

た

め

の

休

暇

、

短

期

の

介

護

休

暇

及

び

育

児

参

加

休

暇 

 
 

第

十

九

条

の

見

出

し

中

「

臨

時

職

員

」

を

「

育

児

休

業

に

伴

う

臨

時

的

任

用

職

員

等

」

に

改

め

、 

 

同

条

中

「

臨

時

的

に

任

用

」

を

「

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

第

六

条

第

一

項

の 

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

」

に

改

め

、

「

職

員

」

の

下

に

「

(

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

を

除

く

。

)

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２

 

非

常

勤

職

員

(

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

を

除

く

。
)

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

し

て

は

、

第

二

条

か

ら

前

条

ま

で

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

職

務

の

性

質

等

を

考

慮

し

、

24 

組

合

規

則

で

定

め

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

五

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年 

条

例

第

二

十

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

  
  

第

十

四

条

第

二

号

中

「

非

常

勤

職

員

」

を

「

次

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

非

常

勤

職

員

以

外

の

非

常

勤

職

員

」

に

改

め

、

同

号

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

 
 

 

イ

 

特

定

職

に

引

き

続

き

在

職

し

た

期

間

が

一

年

以

上

で

あ

る

非

常

勤

職

員 

ロ

 

勤

務

日

数

及

び

勤

務

日

ご

と

の

勤

務

時

間

を

考

慮

し

て

組

合

規

則

で

定

め

る

非

常

勤

職 

 

員 

 
 

第

十

五

条

第

一

項

中

「

勤

務

時

間

」

の

下

に

「

(

前

条

第

二

号

イ

及

び

ロ

の

い

ず

れ

に

も

該

当 

す

る

非

常

勤

職

員

の

う

ち

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

あ

っ

て

は

当

該

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

勤

務

時

間

)

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

３

 

非

常

勤

職

員

に

対

す

る

部

分

休

業

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

一

日

に

つ

き

当

該

非

常

勤

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

日

の

勤

務

時

間

か

ら

五

時

間

四

十

五

分

を

減

じ

た

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

行

う

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

非

常

勤

職

員

が

勤

務

時

間

条

例

第

十

九

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

規

則

の

規

定

に

よ

る

育

児

時

間

又

は

介

護

時

間

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

場

合

に

お

け

る

部

分

休

業

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

一

日

に

つ

き

当

該

非

常

勤

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

た

一

日

の

勤

務

時

間

か

ら

五

時

間

四

十

五

分

を

減

じ

た

時

間

か

ら

当

該

育

児

時

間

又

は

当

該

介

護

時

間

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

時

間

を

減

じ

た

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

行

う

も

の

と

す

る

。 

第

十

六

条

中

「

第

十

九

条

第

一

項

」

の

下

に

「

並

び

に

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

令

和

元

年

条

例

第

 

号

。

以

下

「

会

計

年

度

任

用

職

員

給

与

条

例

」

と

い

う

。

)

第

九

条

第

一

項

及

び

第

二

十

三

条

第

一

項

か

ら

第

三

－
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項

ま

で

」

を

、

「

第

二

十

三

条

」

の

下

に

「

並

び

に

会

計

年

度

任

用

職

員

給

与

条

例

第

十

三

条

及

び

第

二

十

七

条

」

を

、

「

給

与

額

」

の

下

に

「

(

同

条

に

あ

っ

て

は

報

酬

額

)

」

を

加

え

る

。 

(
特

定

法

人

へ

の

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

六

条

 
特

定

法

人

へ

の

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

八

年

条

例

第

九

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

第

三

条

第

三

号

中

「

第

二

十

二

条

第

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

」

に

、

「

条

件

附

採

用

」

を

「

条

件

付

採

用

」

に

改

め

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

非

常

勤

職

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

七

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

非

常

勤

職

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例 

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

四

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

一

条

中

「

第

二

百

六

十

一

号
)

」

の

下

に

「

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

及

び

」

を

加

え

る

。 

 

第

四

条

第

二

項

中

「

及

び

食

卓

料

」

を

「

、

食

卓

料

、

移

転

料

、

着

後

手

当

、

扶

養

親

族

移

転

料

、

渡

航

手

数

料

及

び

死

亡

手

当

」

に

改

め

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

附

属

機

関

の

構

成

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条 

例

の

一

部

改

正

)
 

第

八

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

附

属

機

関

の

構

成

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す 

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

六

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

一

条

中

「

第

二

百

三

条

の

二

第

四

項

」

を

「

第

二

百

三

条

の

二

第

五

項

」

に

改

め

る

。 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

九

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第 

二

十

九

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 
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第

一

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２

 

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

に

関

す 

る

事

項

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

 
 

第

二

十

五

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 

３

 

第

六

条

第

二

項

か

ら

第

六

項

ま

で

の

規

定

は

、

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

に

は

、

適

用

し 

な

い

。 

 
 

第

二

十

七

条

の

見

出

し

中

「

臨

時

職

員

」

を

「

育

児

休

業

に

伴

う

臨

時

的

任

用

職

員

」

に

改

め

、 

 

同

条

第

一

項

中

「

臨

時

的

に

任

用

」

を

「

育

児

休

業

法

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

」

に

改

め

、

「

さ

れ

る

職

員

」

の

下

に

「

(

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

を

除

く

。

)

」

を

加

え

る

。 

 
(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

十

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

 
 

 

例

第

三

十

二

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

十

三

条

第

八

項

中

「

第

五

項

」

を

「

第

六

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

九

項

と

し

、

同

条 

中

第

七

項

を

第

八

項

と

し

、

第

六

項

を

第

七

項

と

し

、

同

条

第

五

項

中

「

規

則

で

定

め

る

法

人

」 

を

「

組

合

規

則

で

定

め

る

法

人

」

に

改

め

、

「

「

規

則

法

人

」

と

い

う

。

)

の

職

員

」

の

下

に

「

(

組 

合

規

則

で

定

め

る

者

を

除

く

。

)

」

を

加

え

、

同

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

６

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

令

和

元

年

条

例

第

 

号

)

第

二

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

(

以

下

「

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

」

と

い

う

。

)

が

退

職

し

た

場

合

(

第

十

八

条

第

一

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

)

に

お

い

て

、

そ

の

者

が

退

職

の

日

又

は

そ

の

翌

日

に

再

び

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

っ

た

と

き

は

、

第

三

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

退

職

手

当

の

算

定

の

基

礎

と

な

る

勤

続

期

間

の

計 

算

は

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

に

よ

る

も

の

と

し

、 

－
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当

該

在

職

期

間

の

計

算

は

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

っ

た

日

の

属

す

る

月

か

ら 

退

職

し

た

日

の

属

す

る

月

ま

で

の

月

数

に

よ

る

も

の

と

す

る

。 
第

十

五

条

第

一

項

中

「

規

則

で

定

め

る

も

の

」

を

「

組

合

規

則

で

定

め

る

も

の

」

に

改

め

る

。 

 

附

則

第

十

二

項

中

「

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

令

和

四

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。 附

 
則  

 
(

施

行

期

日

)
 

１

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

条

中

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

附

則

第

十

二

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 
(

経

過

措

置

)
 

２

 

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

十

三

条

第

五

項

の

規

定

は

、

令

和

二

年

四

月

一

日

以

後

の

退

職

に

係

る

退

職

手

当

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

の

退

職

に

係

る

退

職

手

当

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

 

(

提

案

理

由

)
 

地

方

公

務

員

法

及

び

地

方

自

治

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

(

平

成

二

十

九

年

法

律

第

二

十

九

号

)

の

公

布

に

伴

い

、

関

係

条

例

の

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。 
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議

案

第

十

六

号 

 
 

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 
 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 

 

令

和

元

年

九

月

二

十

七

日 

 

提

出

者

 
東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

 

山

 

﨑

 

孝

 

明 

  

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

一

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第 

二

十

九

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

三

十

一

条

第

一

項

中

「

、

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

同

法

第

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

」

を

削

る

。 

 
 

第

三

十

二

条

第

二

号

中

「

(

同

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

失

職

し

た

職

員

を

除

く

。

)

」 

を

削

る

。 

 
 

第

三

十

四

条

第

一

項

中

「

、

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

同

法

第 

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

」

を

削

る

。 

 
(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

30 

第

二

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条 

例

第

三

十

二

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

十

八

条

第

一

項

第

二

号

中

「

(

同

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

)

」

を 

削

る

。 

 
(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)
 

第

三

条

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第 

三

十

三

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

三

条

第

三

項

中

「

第

十

六

条

第

二

号

か

ら

第

五

号

ま

で

」

を

「

第

十

六

条

各

号

」

に

改

め

る

。 

附

 

則  

 
(

施

行

期

日

)
 

１

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

元

年

十

二

月

十

四

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 
(

経

過

措

置

)
 

２

 

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

、

成

年

被

後

見

人

等

の

権

利

の

制

限

に

係

る

措

置

の

適

正

化

等

を

図

る

た

め

の

関

係

法

律

の

整

備

に

関

す

る

法

律

(

令

和

元

年

法

律

第

三

十

七

号

)

第

四

十

四

条

の 

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

地

方

公

務

員

法

(

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

。

以

下

「

旧

法

」 

と

い

う

。

)

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

旧

法

第

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

た

職

員

に

係

る

期

末

手

当

及

び

勤

勉

手

当

の

支

給

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

第

三

十

一

条

第

一

項

、

第

三

十

二

条

第

二

号

及

び

第

三

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

 

 (

提

案

理

由

)
 

 

地

方

公

務

員

法

(

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

)

の

改

正

に

伴

い

、

関

係

条

例

の

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。 

－
 
4
6
 
－



31 

議

案

第

十

七

号 

 

千

歳

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 

令

和

元

年

九

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

提

出

者
 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

 

山

 

﨑

 

孝

 

明 

  

千

歳

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て 

 

次

の

と

お

り

千

歳

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

を

締

結

す

る

。 

一

 

契

約

の

目

的 

千

歳

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

の

請

負 

二

 

契

約

の

方

法 

随

意

契

約 

三

 

契

約

金

額 

五

億

五

千

万

円 

四

 

契

約

の

相

手

方 

東

京

都

港

区

海

岸

一

丁

目

十

四

番

五

号 

川

崎

重

工

業

株

式

会

社 

取

締

役

社

長

 

金

 
花

 

芳

 

則 

五

 

工

 
 

 
 

期

 

契

約

確

定

の

日

か

ら

令

和

二

年

一

月

十

日

ま

で 

 (

提

案

理

由

)
 

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分 

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

八

号

)

第

二

条

の

規

定

に

よ

り

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。 

32 
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33 

議

案

第

十

八

号 

 

足

立

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 

令

和

元

年

九

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

提

出

者
 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

 

山

 

﨑

 

孝

 

明 

  

足

立

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て 

 

次

の

と

お

り

足

立

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

請

負

契

約

を

締

結

す

る

。 

一

 

契

約

の

目

的 

足

立

清

掃

工

場

焼

却

炉

補

修

及

び

そ

の

他

整

備

工

事

の

請

負 

二

 

契

約

の

方

法 

随

意

契

約 

三

 

契

約

金

額 

十

二

億

四

千

三

百

万

円 

四

 

契

約

の

相

手

方 

東

京

都

大

田

区

羽

田

旭

町

十

一

番

一

号 

荏

原

環

境

プ

ラ

ン

ト

株

式

会

社 

代

表

取

締

役

社

長

  
渡

 

邉

 

良

 

夫 

代

理

人 

東

京

都

大

田

区

羽

田

旭

町

十

一

番

一

号 

荏

原

環

境

プ

ラ

ン

ト

株

式

会

社 

東

日

本

営

業

部 

部

長

  

今

 

井

 

孝

 
治 

34 

五

 

工

 
 

 
 

期

 

契

約

確

定

の

日

か

ら

令

和

二

年

一

月

十

日

ま

で 

 (

提

案

理

由

)
 

 

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分 

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

八

号

)

第

二

条

の

規

定

に

よ

り

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。 
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